
EXPRESSBUILDE 



添付の CD - ROMrEXPRESS 目 UILDER 」 の使用方まと EXPRESS 巨 UILDER にバンドルされている各種管理 
ソフトウエアの紹介と使用方まについて説明します。 


添付の CD - ROM じついて（一116ぺージ） . 

EXPRESSBUILDER (-117^^-：^'). 

ExpressPicnic (一 123ぺージ） . 

ESMPRO (一131ぺージ） . 

Global Array Manager ( GAM ) 卜 133 ぺージ） 

自動クリーンアップツール(一139ページ） ....... 

Array Recovery Tool (一 141ぺージ） . 

エクスプレス通報サービス（一142ページ） ....... 

テープ監視ツール(一145ページ） . 

MWA 卜147ページ） . 

オフライン保守ユーティリティ（一147ページ) 
システム診断(一147ページ） . 


Express サーバに添付の C D - R 0 M 
「 EXPRESS 目 UILDER 」 に収められているソフト 
ウェアについて紹介します。 

セットアップツール 「 EXPRESS 目 UILDER 」 につ 
いて説明します。 

シームレスセットアップ用パラメータディスク 
(セットアップパラメータ FD ) を作成するツール 
「 ExpressPicnic 」 について説明します。 

ストリーミングサーバの統合システム管理ソフト 
ウェア 「 ESMPRO 」 について説明します。 

オプションのディスクアレイコント□ーラや構築 
しているアレイディスクの保守-管理をするアプ 
リケーションです。 

アレイディスクのコンシステンシ（整合性）チェ、ソ 
クを自動的に行うアプリケーションです。 

不良八ードディスク （ DEAD 状態）をお出)すると自 
動的じリビルド、整合性チェックを行い、システ 
ムドライブを復旧させるアプリケーションです。 

障害発生時に自動的に保守サービス会社へ通報す 
るソフトウェアです。 

オプションのファイルデバイスのテープの状態な 
どを監視するツールです。 

本装置ではホサポートです。 

本装置では未サポートです。 

本装置では未サポートです。 
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添付の CD-ROM について 

添付の CD - ROMrEXPRESSBUILDERTM 」 には、 Express サーバを容易にセットアップずるためのユーティ 
リティやを種バンドルソフトウエアが収録されています。これらのソフトウエアを活用することにより、 
Express サーバの機能をより多く引き化すことができます。 

M-O CD - ROMrEXPRESSBUILDER 」 は、 Express ヴーバの設定び完了した後でも、 OS の再 
インストールや BIOS のアップデートなどで使用される機会びあります。なくさないように 
大切に保存しておいてください。 


> 巧目 SSB 多ヴ 


ットアップユーティリティ 


EXPRESSBUILDER* (1 17 ページ ) 


ディスクアレイ管理ユーティリティ 


• Global Array Manager Server (133 ぺージ ) 
• 自動クリーンアップツール （ 139 ぺージ） 

• Array Recovery Tool (141 ぺージ） 


システム管理ユーテイリテイ 


ESMPRO/ServerAgent (131 ぺージ） 
エクスプレス通報ヴービス （ 142 ぺージ） 
Management Workstation 
Application (147 ぺージ） 

システム診断ユーティリティ （ 147 ぺージ） 
オフライン保守ユーティリティ （ 147 ぺージ ) 


•ープデバイス管理ユーティリテ- 


• テープ監視ツール （14 已ぺージ） 




各種オンライン 
ドキュメント 
(HTML/PDF) 


管理 PC 



EXPRESSBUILDEFT (11 7 ページ） 
• Express 円 cnic (123 ぺージ） 


ESMPRO/ServerManager 
(132 ぺージ） 

Management Workstation 
Application (147 ぺージ） 


ディスクアレイ管理ユーティリテ- 


• Global Array Manager Client (13 己ぺージ） 

コンソールレスで操作ずる場合。 COM ポートも使用可能。 


Pl ; ディスクアレイコントローラの RAID を設をするユーティリティはボード上のチップに搭載 
されています。これらのユーティリティの操作方法については、ボードに添付の説明書、ま 
たは EXPRESSBUILDER に格納されているオンラインドキュメントを参照してください。 
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EXPRESS 巳 UILDER 


「 EXPRESSBUILDER 」 は、 Express 5800シリーズじ接続された八ードウエアを自動橫化して処理を進める 
セットアップ用統合ソフトウエアです。 EXPRESS 目 UILDER を使ったセットアップの際には八ードウエア 
の構成を運用時と同じ状態にしてください。 



—にごいて 


このメニューにある項目から Express サーバ 
をセツトアップします。 


EXPRESSBUILDER には2つの起動方まがあります。起動方法じよって表示されるメニュ ー 
や項目が異なります。 

• EXPRESSBUILDER CD-ROM か 5 ブート ( 起動)する 

EXPRESS 巨 UILDER を Express サーノ \ の CD - 
R 0 M ドライブにセツトして起動し、 

EXPRESS 巨 UILDER 内のシステムから起動す 
る方まです。この方まで Express サーバを起 
動するとちに示す 「 EXPRESS 目 UILDER トツ 
プメニュー」が表示されます。 


ティリティのインスト—ルまでを添巧の 
tOM 「 EXPRESSBUILDER 」 ぞほって切れ目なく 
ームレスで）たツトアツブできる Exp res S- 
I シリーズ巧自のたットアッブ方まです。 

ドディスクを巧入時のが態と巧なるパ〜ティ 
、みヨン試定でほ用する巧合や 0 S を再インストール 
すを巧<13、シームレス t ットアッブぞほ用して 
く-ださ（ごなたットアッブをこの蝶能が巧 
わって巧いま 

シームレスちットアッブは、 たッぞ胡お 
するおに t ットアップに必要な I 博辄ぞお美し 
コロッビーディスクには巧し、 tz ットアッづの險 
~の I 括報を逐一窺み化して自助めに一巧のたッ 
ッブぞ谨めるというものです。 

ときほ用されるフロッビーディスクのことを 
ットアッブバラメータ FDJ と呼びます。 


Bi 


Express ヴーノ aU がのコンピュータおよび EXPRESSBUILDER が添付されてい 
た Express ヴーノ化1がの Express 己800シリーズで起動しないでください。故障 
の原因となります。 

メニューの r シームレスセットアップ」を実行ずるとあ5かじめインス I ルされて 
いる 0 S を消去します。 0 S もインス I ルし直ず必要びあります。 


EXPRESS 目 UILDER トツプメニューにつし^てはこの後の 「 EXPRESS 目 UILDER トツプメ 
ニュー」を参照してください。 

Windows び起動した後に EXPRESSBUILDER をセツトする 


Windows 95/98/ Me 、 または Windows 
XP / 2000 、 Windows NT 4.0が起動した後 
I こ、 EXPRESS 巨 UILDER を CD-ROM ドライ 
ブにセットするとメニューが表示されます 
(ち図参照)。表示されたメニューダイア□グ 
ボックスは r マスターコント□ールメニュー」 
と呼びます。 

マスターコント □ ールメニューについてはこ 
の後の r マスターコント□ールメニュー」を参 
照してください。 


〇オンラインドキュ>ント 


EXPRESSBUILDER 


Express 5800 Series 


Master Control Menu 


O く了 


Copyright NEC CorporoKon 


NEC 
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EXPRESSBUILDER トップメニ 


EXPRESS 巨 UILDER トップメニューはハードウェアのセットアップおよび 0 S (オペレーティ 
ングシステム）のセットアップとインストールをするときじ使用します。 

M-O B I 0 S の設定を間違えると 、 C D-R 0 M か5起動しない場合びありまず。 
目重司 EXPRESSBUILDER を起動できない場合は 、 BIOS Setup ユーティリティを起動して lU 

下のとおりに設定してください。 

rstart Options」-["Startup Sequence Options 」 メニユ ー 
- 「First Startup Device 」 をに D-ROM] 

— 「Second Startup Device 」 を [Diskette Drive 0] 


起動 

次の手順に従って EXPRESS 巨 UILDER トップメニューを起動します。 

1. 周辺装置、 Express サーバの順に電源を ON じする。 

2. Express サーバの CD - ROM ドライブへ CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」をセツトする。 

3. CD - ROM をセットした6、リセ、ソトするレ Ctrl > + < Alt > + < Delete > キーを押す）か、電源を 
OFF / ON して Express サーバを再起動する。 

CD - ROM か6システムが立ち上がり、 EXPRESS 目 ULDER が起動します。 

EXPRESS 目 UILDER が起動すると、 tTF のような EXPRESS 目 UILDER トップメニューが現 


れます。 



シームレスセツ ト アップ 



セットアップパラメータ FD の情報を参照して、切れ目なく（シー 
ムレスに）セットアップを行います。 0 S の再インストールを行 
う場合、こちらのセットアップ方式を選択してください。 


ツール 


EXPRESSBUILDER に収められている各種ユーテイリテイを 
個別に起動し、オペレータによるセットアップを行います。 
また、インストール済み 0 S に影響を与えることなくセット 
アップを行うことができます。 


終了 


EXPRESSBUILDER について説明しま 
す。セットアップを実行する前に一通 


EXPRESS 己 UILDER の終了画面 
が表示されます。 


り目を通しておくことをお勧めします。 
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シームレスセツトアップ 


r シームレスセットアップ」とは、八ードウエアの内部的なパラメータや状態の設をから 0 S 
(Windows 2000)、を種ユーティリティのインストールまでを添付の CD-ROM 
「 EXPRESS 目 UILDER 」 を使って切れ目なく（シームレスで）セットアップできる 
Express 5800シリーズ独自のセットアップ方まです。 

購入時の状態と異なる八ードディスクのパーティション設をで使用する場合や OS を再イン 
ス I -ールする場合は、シームレスセットアップを使用すると煩雑なセットアップをこの機能 
が代わって行います。 

r シームレスセツトアップ」を選択すると、 OS のインス I -ールを開始します。 


「シームレスセットアップ」は最初か5のセットアップであることを前提としているた 
め、実行すると八ードディスクの内容び失われることびあります。 

セットアップを開始した5、完了するまで本体装置の電源を OFF にしないで<ださい。 
また、指示びあるまでセツトアップパラメータ FD を取り出さないでください。 


ツールメニユ- 


I Expres 


> ress 曰800シリーズ EXPRESSBUILDER Ver .3. xxx-x Copyright ( C ) NEC Corporation 2002 


サポートディスクの作成 
保守用/トテイシヨンの設定 
各種 BI 0 S / FW のアップデート 
ヘルプ 

トップメニューに戻る 


RAID ] 外 D - ラ：検出 
微’ V スク数：1 
A 。 ツク内テ''イスク数：1 
スタン, n テ’、ィスク：1 
RAID レ V •ル： 7 
ライ巧-ド： W 阿 TE_THRU 
保守用テイシヨン：あり 


ツールメニューは、 EXPRESS 巨 UILDER 
に収められているを種ユーティリティを 
個別で起動し、オペレータが手動でセッ 
トアップを行います。「シームレスセット 
アップ」では自動設定できない設定や、よ 
り詳細に設をしたい場合などに使用して 
ください。 

:夕じツールメニューじある項目について説明します。 

• RAS ユーティリティ 

保守者用のユーティリティです。 

— BIOS Setup 情報のセーブ 

フ □、ソ ピーディスクじ BIOS のコンフィグレーシヨン情報を保存します。フォーマッ 
卜済みのフ□、ソピーディスクを用意してください。 

- BIOS Setup 情報のリストア 

フ□、ソピーディスクに保存された BIOS のコンフィグレーシヨン情報を復元します。 
「BIOS Setup 情報のセーブ」で作成したフ□、ソピーディスクを用意してください。 

— SP ユーティリテイ 

Service Processor の持つ通報機能、リモート制御機能を使用するための設定を行い 
ます。 
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• サポートディスクの作成 


サポートディスクの作成では、 EXPRESS 目 UILDER 内のユーティリティをフ□、ソピー 
ディスクから起動するための起動用サポートディスクやオペレーティングシステムのイ 
ンストールの際に必要となるサポートディスクを作成します。なお、画面に表示された 
タイトルをフ□、ソピーディスクのラベルへ書き込んでおくと、後々の管理が容易です。 

サポートディスクを作成するためのフ□、ソピーディスクはお客様でご用意ください。 

- Windows 2000 0 EM - D に K for EXPRESSBUILDER 


Windows 2000 Advanced Server をインス I —ルするときに必要となるサポート 
ディスクを作成します （ r シームレスセットアップ」でインストールする場合は必要あ 
りません)。 

- R 0 M - D 0 S 起動ディスク 


R 0 M - D 0 S システムの起動用サポートディスクを作成します。 

— "〇 Windows OS のノくーティション構成により FD 旧 K び起動できない場台びありま 
巨軍 g ず。この場台は、 Windows OS のディスク管理ツールを使用してパーティション 
の操作を行ってください。 

—システム BIOS ユーティリティ 

システム目 I 0 S ユーティリティの起動用サポートディスクを作成します。システム 
巨 I 0 S ユーティリティはシステム BIOS • DIAG のアップデート、システム BIOS のセー 
ブとリストアじ使用します。 

— SP ユーティリティ 

SP ユーティリティの起動用サポートディスクを作成します。 SP ユーティリティは SP 
(Service Processor ) の持つ通信機能やリモート制御機能を使用するための設定 、 SP 
のファームウェアのアップデートに使用します。 

• 保守用パーティションの設定 

ここでは、保守用パーティションに対するメンテナンスをすることができます。保守用 
パーティションが作成されていないときは r 保守用パーティションの作成」と 「 FD に K の起 
動」 t (外の項目は表示されません。保守用パーティションの詳細については、20ページ 
を参照してください。 

I —O r 保守用パーティションの設赴の各項目を実行している剧ホ、 Express サーバをリセッ 
卜したり、電源を OFF にしたりしないでください。 

-保守用パーティションの作成 

16 MB 程度の領域を内蔵八ードディスク上へ磕保し、続けて各種ユーティリティのイ 
ンス I ルを行います。すでに保守用パーティションが磕保されている場合は、各種 
ユーティリティのインス I —ルを行うことができます。 

-各種ユーティリティのインス!-ール 

ユーティリティ共通部を、 CD - ROM から保守用パーティションへインストールしま 
す。 





- FD に K の起動 

ROM - DOS システムの FD に K コマンドを起動します。パーティシヨンの作成/削除な 
どができます。 

—■〇 Windows OS のノくーティシヨン構成により FD 旧 K び起動できない場合びありま 
す。この場合は、 Windows OS のディスク管理ツールを使用してパーティシヨン 
の操作を行ってください。 

♦ 各種 BIOS / FW のアップデート 

8番街で配布される「を種目 IOS / FW のアップデートモジュール」を使用して 、 Express 
サーバの BIOS / FW (ファームウェア）をアップデートすることができます。「各種 BIOS / 
FW のアップデートモジュール」については、次のホームページじ詳しい説明がありま 
す。 

『8番街』： http :// nec 8. com / 

各種 BIOS / FW のアップデートを行う手順は配布される「を種目 IOS / FW のアップデートモ 
ジュール」に含まれる rREADME . TXT 」 に記載されています。記載内容をる在認した上で、 
記載内容に従ってアップデートを行ってください。 「 README . TXT 」 は Windows NT の 
メモ帳などで読むことができます。 

I — "〇 BIOS/FW のアップデートプ□グラムの動作中は本体の電源を OFF にしないでくださ 
しアップデート作業び途中で中斷されるとシステムび起動できなくなりまず。 

• ヘルプ 

EXPRESS 巨 UILDER のを種機能に関する説明を表示します。 

♦ トップメニューに戻る 

EXPRESS 目 UILDER トップメニューを表示します。 
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マスターコント□—ルメニ 


Windows 95/98/ Me 、 または Windows XP / 
2000 、 Windows NT 4.0が動作しているコン 
ピュータ上で添付の C D - R 0 M 
「 EXPRESSBUILDER 」 をセットすると、「マス 
ターコント□ールメニュー」が自動的に起動しま 
す。 

システムの状態によっては自動的に起動し 
I ヒン ]? | なぃ場合があります。そのような場合は、 
CD-ROM 上の々のファイルをェクスプロー 
ラ等から実行して ください。 



¥MC¥1ST.EXE 


マスターコント□-ルメニューからは 、 Windows 95/98/ Me、Windows XP / 2000、 
Windows NT で動作するを種バンドルソフトウェアのインス I -ールやオンラインド羊ュメン 
卜を参照することができます。 

ー オンラインドキュメントは HTML 文書で記述されています。オンラインドキュメントを参照 
云巧]する前に、あ6かじめご使用のオペレーティングシステムへ HTML ブラウザをインストール 
しておいてください。また、 HTML 文書がブラウザに正しく関連がけ6れていないとファイ 
ルが開けないときがあります。そのようなときは190ぺージを参照して関連付けを再設定し 
てください。 

jl ; オンラインドキュメントの中には、 PDF 形式ので書で提供されているものもあります。こ 
I レ、,。のファイルを参照するには、あらかじめ Adobe システムズ社製の Acrobat Reader がインス 
卜ールされている必要があります。 Acrobat Reader がインストールされていないときは、 
はじめに[ソフトウェアのセットアップ]の [Acrobat Reader] を還ネ尺して、 Acrobat Reader 
をインストールしておいてください。 

マスターコント□ールメニューの操作は、ウィンドウに表示されているそれぞれの項目をク 
リックするか、ちクリックで現れるポップアップメニューから行います。 

I M-O CD-ROM をドライブか5取り出す前に、マスターコント□—ルメニューおよびメニューか 
5起動されたオンラインドキュメント、各種ツールは終了させておいてください。 
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ExpressPicnic 

「 ExpressPicnic ®」 は、 Express サーバのセットアップで使用する「セットアップパラメータ FD 」 を作成する 
ツールです。 

EXPRESSBUILDER と ExpressPicnic で作成したセットアップパラメータ FD を使ってセットアップをする 
と、いくつかの確認のための车一入力を除き 0 S のインストールからを種ユーティリティのインストールま 
でのセットアップを自動で行えます。また、再インストールのときじ前回と同じ設をでインス!-ールする 
ことができます。「セットアップパラメータ FD 」 を作成して、 EXPRESS 目 UILDER から Express サーバを 
セットアップすることをお勃めします。 

■- 「セットアップパラメータ FD 」 がなくても Windows 2000をインストールすることはできま 

す。また、「セットアップパラメータ FD 」 は、 EXPRESSBUILDER を使ったセットアップの 
- 途中で修正-作成することもできます。 


ExpressPicnic のインストール 


セットアップパラメータ FD を作成するためじ Windows XP / 2000、または Windows NT 
3.51 JU 降 、 Windows 95/98/ Me で動作している〕ンピユータに ExpressPicnic をインス 
I '''ールします。 

■: ExpressPicnic は PC 98- NX シリーズ. PC - 9800シリーズ. PC - AT 互換機で動作します。 

rE37n 


Windows XP/ 2000 • Windows NT 4.0 - Windows 95/98/Me 

Windows XP / 2000、または Windows NT 4 .0 、Windows 95/98/ Me で動作している〕ン 
ピュータの場合は次の手順でインス I -ールします。 

■ I ； お使ぃになってぃるモデルによって画面に表示される内容が多少異なることがありますが、 

L ヒン jT I 同じ手順でセットアップすることができます。 


1 . OS を起動する。 

2. ミ!^付の CD - ROMrEXPRESSBULDER 」 を CD - ROM ドライブ、じセツトする。 
マスターコント□ールメニューが表示されます。 
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3. 画面上でちクリックするか、[ソフトウェ 
アのセットアップ]を左クリックする。 

メニューが表示されます。 

4. [ ExpressPicnic ] をクリ、ソクする。 

セツトアップウイザードが起動します。 



メッセージに従ってインストールを続け 
てください。 



ExpressPicnic t ゥトアゥフ • 7•ログ非へようこそ。 
Wfci このフ•日ク 、うり ま、 ] ンヒ•ュづに ExpressPicnic ぞ 
^が HI ■します。 

この t クトアゥ:?* ] •日グう t を実巧する前に、すぺての Windows 
)4 ログ北をぶずが了して下さし1。 

[おン邮]ホ''クンをクリゥクし t •が•がフ‘日グうげが了した散現 
なほ巧中の : r ログうムぞすべてが了させて下さい。 


普告：このフでク''うりま、ぎな権;'去およむ:国隙莫約によって 
巧話されています。 

この]、グうム、またはその一がをお化で巧製または配ホす 
ることは、まなにより禁止されています。 


/日巧皿:！ ^ I 


[ユーザの情報]ダイア□グボ、ソクスの 
[シリアル番号]を入力する必要はあり 
ません。 


インストールを完了した6[終了]をク 
リックし、「セットアップ パラメータ FD 
の作成」(こ進んで < ださい。 


巧 



^；?、^を~^!^^^ぉの娜を号ぞ入力し、[みへ]ホ'' クンを 





<戻る巧） J みへ(の> J _ WM J 


Windows NT 3.51 

Windows NT 3.51 で動作しているコンピュータの場合は次の手順でインス I -ールします。 

1. Windows NT 3.51 を起動する。 

2. 添付の CD - ROM 「 EXPRESS 目 UILDER 」 をコンピュータの CD - ROM ドライブにセツトする。 

3. ファイルマネージヤまたはコマンドプ□ンプトか6、 CD - ROM 「 EXPRESS 目 UILDER 」 の 
「¥ WINNT¥P に MC ¥ SETUP ¥ SETUP £ XE 」 を実巧する。 


セットアップウィザードが起動します。メッセージに従ってインストールを続けてください。イ 
ンストールを完了した6、「セットアップパラメータ FD の作成」(こ進んでください。 
















































E 


ットアップパラメータ FD の作が 


0S をインストールするためじ必要なセットアップ情報を設定し、「セットアップパラメータ 
FD 」 を作成します。 U 下の手順に従ってください。 

■L 手順の中では、 Trekking コマンドをインストールしたときに指をしたフォルダ名を 
I ント I 「 ExpressPicnic 」 と仮定:しています。 


1.ExpressPicnic ウィンドウを表示させる。 

〈Windows XP /2000 - Windows NT 4.0 • Windows 9已 /98 /Me の場台> 

スター トメニューから[プログラム]— 

[ExpressPicnic] —[T rekking] の順(こポ 
イントし、 [Windows 200 0] をクリック 

する。 巧 を烟まったファイル也） 

或設定© 

屬がま ( 留 

0 ヘルブ牡 

3^ファイルるをおちして実行(应… 

巧シャット巧ウン(ぶ.. 



aio ] 


く Windows NT 3.已1の場合> 

プ□グラムマネージャの 
[ExpressPicnic] グループか 6 
[Trekking] アイコンをダブルクリ、ソクす 
る。 



2. [ファイル]メニューの脂報ファイルの新 
規作成]をクリ、ソクする。 

[ディスクの設定]ダイア □ グボ、ソクスが 
表示されます。 


IW . L 瓜[扣.な..[ぶ册 


-Inixl 


巧刷® 

巧刷フュ- cy) 
フリン》の設ミ(断. 


HC@ for 

Idws 2000 


^ IS 

■- ■ - ■ ■ (C) NEC Software Kobe. Ltd.. NEC Corporation 1997-2000 

、ル 7 巧ま示するには [FI] を巧し。ださい。「「 — f T 
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3. を項目を設定し、 [0 K ] をクリックする。 

[基本情報]ダイア □ グボックスなど、 
セットアップ情報を設定するダイア□グ 
ボ、ソクスが順に表示されます。 


4 .メ、ソセージに従ってダイア□グボックス 
のを項目を設定し、[次へ]をクリックす 
る。 

I チェック J 


[丰ヤンセル]をクリ、ソクすると入力し 
た内容が消えてしまいます。 

セットアップ情報の設定が完了すると、 
[ファイル保存]ダイア □ グボ、ソクスが表 
示されます。 


己.[セットアップパラメータ FD ] チェック 
ボ、ソクスをオンになっていることを確認 
し、[ファイル名]ボックスにセットアッ 
プ情報のファイルをを入力する。 


巨. 1.44 M 目でフォーマット済のフロッピー 
ディスクをフ□、ソピーディスクドライブ 
(こセットし、 [0 K ] をクリックする。 

「セットアップパラメータ FD 」 が作成できました。「セットアップパラメータ FD 」 は Windows 
2000や Windows NT 4.0 をインス I -- ルするときに使用します。ラベルを貼り大切に保管 
してください。 

• 各項目の設を内容についてはヘルプを参照してください。 

• 既存の情報ファイル（セットアップパラメータ FD ) を修正する場合は 、 ExpressPicnic 
ウィンドウの[情報ファイルの修正]をクリックしてください。ヘルプを参照して情報 
ファイルを修正してください。 



^本’培報 


巧まマシン I 面匡削 l iM il——— 


インストールバス | winnt ' 

厂’げ'り,- —6 Pack ^ 騎巧 



口巧紀 J 、*—ティシヨン12000 Me (の加〜朋 9999 MB ) 

r 既巧のバーティシヨン 
r を巧巧を新規巧ぶ 
ロファイルシステムを NTFS へを换 


等 





































































ンのインストール 


EXPRESSBUILDER CD - ROM でサポートしていないアプリケーシヨンを追力□でインストー 
ルする場合は、 じ(下の手順に従って r セットアップパラメータ FD 」 を作成してください。 

追加でインス!ルするアプリケーシヨンは、シームレスセツトアップ対応されている必要 
びあります。 


1. ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （125 ぺージ参照 ） C 

2 . [ファイル]メニューの脂報ファイルの新 
規作成]をクリ、ソクする。 


[ディスクの設定]ダイア □ グボ、ソクスが 
表示されます。 


3. を項目を設定し、 [0 K ] をクリックする。 

[基本情報]ダイア □ グボックスなど、 
セットアップ情報を設定するダイア□グ 
ボックス順(こ表示されます。 

4 . メ、ソセージに従ってダイア□グボックス 
のを項目を設定し、[次へ]をクリックす 

る。 


I チェッ匀 


[キャンセル]をクリ、ソクすると入力し 
た内容が消えてしまいます。 


OS 巧が 阿 TiCTaiiiigiii ■ 糊 BCT 巧 affiaaaiiiiiii ▼■に ok 

ディスクの設定 


广 Array Disk 
-r 難燃斤測乍が一 
巧病ディスクのトータル数 


キ t ンセル _I 

A ルフ，」 


r 


バックぞ祐附•るディスク数「 
バックを巧ぶする RA の r 

ライトモード C 自旣1賭 




• 種院 


] 


已.[アプリケーションの設定]が表示された 
6、[追加アプリケーションのインストー 
ル](こチェックを入れる。 

6 . [ファイル指定]ダイア□グボックスが表 
示された6、[セットアップパラメータ 
FD ] チェックボックスがオンになってい 
ることを確認し、[ファイルを]ボックス 
(こセットアップ情報のファイルをを入力 
する。 

7. 1.44 MB でフォーマット済のフ□、ソピー 
ディ スクをフ □、ソ ピー ディ スクドライブ 
じセットし、 [0 K ] をクリックする。 


nmwBfEmfmpm 


斗 


厂 アブリケーシヨンの設走- 

17 ESMPRO 

厂 Global Array Manager 
r Power Console Plus 
厂冉 rrayReccweryTool 
厂自かクリーンアツブシール 
ロエクスブレス巧訊サービス 


詳細設定 I 

詳細設定 I 

J 挤田 i 旋」 


ユーザ/ヴルーブミ 
ヴルーブのけ巧 
ユーザ巧ぶ 


f P 六容查記来妾思 


I ま置用 OEM - FD の迪用 
'了ーン9ンのィンストール！ 


<房る电）_[完了 1_キャンわル_ヘルプ _) 
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オプシヨンの大容量記憶装置ドライ/ V のインストール 


シームレスセットアップに対応しているオプションの大容量記憶装置ドライバをインストー 
ルする場合は、じ(下の手順に従って r セットアップパラメータ FD 」 を作成してください。 

1. ExpressPicnic ウィンドウを表示させる（じ日ぺージ参照）。 

2 . [ファイル]メニューの脂報ファイルの新 
規作成]をクリ、ソクする。 

[ディスクの設定]ダイア □ グボ、ソクスが 
表示されます。 


3. を項目を設定し、 [0 K ] をクリックする。 

[基本情報]ダイア □ グボックスなど、 
セツトアップ情報を設定するダイア□グ 
ボックスが順(こ表示されます。 


4 .メ、ソセージに従ってダイア□グボックス 
のを項目を設定し、[次へ]をクリックす 
る。 


[キャンセル]をクリックすると入力し 
た内容が消えてしまいます。 

己[アプリケーションの設定]が表示された 
6、[大容量記憶装置用 OEM - FD の適用] 
(こチェックを入れる。 


Windows 2000用のセットアップ情報 
ファイルを作成するとき、[ディスクの 
設定]で [ OS 種別]を [Windows 2000 
Professional ] (こした場合は選択できま 
せん。 

目.[ファイル指定」ダイア□グボックスが表 
示された6、[セットアップパラメータ 
FD ] チェックボックスがオンになってい 
ることを確認し、[ファイルを]ボックス 
(こセットアップ情報のファイルをを入力 
する。 

7. 1.44 MB でフォーマット済のフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセットし、 
[0 K ] をクリックする。 
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2 . [オプション]メニューの[現マシンから晴 
報取得]をクリックする。 

取得後は、確認/修正画面に移ります。 
初期値が、取得したデータになっている 
ことを除けば r 情報ファイルの新規作 
成」、あるいは r 情報ファイル修正」と同じ 
です。 



コンピユータか6の情報探取 


ExpressPicnic が、起動しているマシンのセ、ソトアップ情報を自動的に採取し、セットアッ 
プ情報ファイルを作成します。 

^ • ユーザ/グループ情報は探取できません。 

• リモートアクセスサービス （ RAS ) (こついては設定情報を探取できません。 

• アプリケーシヨンで設定情報を採取できるのは、 ESMPRO / ServerAgent だけです。 

• 取得できない情報に関しては、既定値を表示しています。 

1. ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （125 ぺージ参照）。 
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大量インストール 


ベースとなるセットアップ情報ファイルを指定し、マシンごとに変更する必要のあるパラ 
メータのみ修正して、複数のセットアップ情報ファイルを作成します。 

1. ExpressPicnic ウィンドウを表示させる（じ日ぺージ参照）。 

2 . [オプション]メニューの[大量インストー 
ル] をクリックする。 


3. [ファイルを開く]画面でベースとなる 
セットアップ情報ファイルを選択する。 

ベースとなるセットアップ情報ファイル 
の設定値がリストの一番上の欄に表示さ 
れます。 


4. [追加]をクリックする。 

已.ベースとなるセットアップ情報ファイル 
か6変更するパラメータを設定する。 


目. [0 K ] をクリックする。 

リスト(こ追加した情報が表示されます。 


7. ファイルをを選択し、 [ FD 作成]をクリツ 
クする。 

選択したファイルをのセツトアップパラ 
メータ FD を作成します。 
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ESMPRO 


Express サーバのシステム全般を保守-管理するソフトウエア^ ESMPRO / Se 「 ve 「 Agent 」と^ ESMPRO / 
ServerManager 」 について説明します。 ESMPRO / ServerAgent は Express サーパにインストールしま 
す。£31\/|ド1^0/56「ソ6「1\/|311396「は管理ドじにインストールします。 


ESMPRO/ServerAgent(Windows 2000/Windows NT 版 ) 


ESMPRO / ServerAgent(Windows 2000 /Windows NT 版)は Windows 2000で運用してい 
る Express サーバにインストールするサーバ監視用アプリケーシヨンです。 
EXPRESSBUILDER のシームレスセットアップで自動的にインストールすることができま 
す。ここでは個別にインストールする場合に巧っておいていただきたいを意事項とインス 
I -ールの手順を説明します。 

運用上のを意事項につぃては、添付の CD-ROM「EXPRESSBUILDER」 内のオンラインド 
I ントI キュメント「 ESMPRO/ServerAgent (Windows 2000/Windows NT 版）インストレーシヨンガ 
イド」に記載しています。ご K ください。 


インス I -ール前の準備 


ESMPRO / ServerAgent を動作させるためには Windows 2000の TCP / IP と TCP / IP 関連〕 
ンポーネントの SNMP の設をが必要です。 

ネットワークサービスの設定 

プ〇トコルは TCP / IP を使用してください。 TCP / IP の設定についてはスタートメニューから 
起動する r ヘルプ」を参照してください。 

SNMP サービスの設定 

コミュニティをに 「 public 」、 トラップ送信先に送信先 IP アドレスを使います。 ESMPRO / 
36「ソ6「1\/13前96「側の設をで受信するトラップのコミュニティをデフォルトの rpublic 」 から変 
要した場合は、£31\/1ド民0/56「ソ6「1\/1311396「側で新しく設定したコミュニティをと同じを前を 
入力します。 


インストール 

ESMPRO / ServerAgent のインストールは 
添付の CD - ROM「EXPRESSBUILDER 
使用します。 Express サーバ上の Windows 
2000が起動した後、 Automn で表示され 
るメニューから[ソフトウエアのセットアッ 

プ]- [ ESMPRO ]-[ ESMPRO / 
ServerAgent ] の順じクリ、ソクしてくださ 
し^。 W 降はダイア□グボックス中のメッ 
セージに従ってインストールしてくださ 
い。 


ESMPRO セットァッブ 

メインメニユ — 


Xll 
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w-O • アドミニストレータの権限を持ったアカウントでシステムに□グインしてください。 

胃^ • Mylex ディスクアレイコント□—ラを監視する場台は、 Global Array Mana 呂 er をイ 
ンス I ルする必要びあります。 EXPRESSBUILDER か 5 ESMPR 0/ 
ServerA 呂 ent のセットアップを起動ずると、自動的に Global Array Mana 呂 er のイ 
ンストーラは起動しまず。 

ネットワーク上の CD - ROM ドライブから実行する場合は、ネットワークドライブの割り当て 
を行った後、そのドライブから起動してください。エクスプ□ーラのネットワークコン 
ピュータからは起動しないで<ださい。 

アップ デートインストー ルについて 

[1^ ESMPRO/ServerAgent がすでにインストールされている場合は、々のメッセージが表示さ 

れます。 


ESMPRO/ServerAgent が既にインストールされています。 


メ ッ セー ジに従って処理して くださし、。 


インス I -ール後の確認 

ESMPRO / ServerAgent をインス I -- ルした後に次の手順で正しくインス I ルされている 
ことを磕認してください。 

1 . Express サーバを再起動する。 

2 . イベント□グを開く。 

3. イベント□グ(こ ESMPRO / ServerAgent の監視サービスに関するエラーが登録されていないこと 
を確認する。 

エラーが登録されている場合は、正しくインストールされていません。もう一度はじめか6イン 
ストールし直してください。 


ESMPRO/ServerManager 


ESMPRO / ServerAgent がインストールされたコンピュータをネ、ソトワーク上の管理 PC か 
ら監視-管理するには、 EXPRESSBUILDERCAV ドルされている ESMPRO / 
36「ソ6「1\/|311396「をお使いください。 

管理 PC へのインス I -ール方まや設定の詳細じついてはオンラインド车ュメントまたは 
ESMPRO のオンラインヘルプをご覧ください。 

■ I ： ESMPRO/ServerManager の使用にあたってのを意事項や補足説明がオンラインドキュメン 

卜で説明されてぃます。添付の CD-ROM に XPRESSBUILDER」 内のオンラインドキュメン 
卜 「ESMPRO/ServerManager インストレーシヨンガイド」を参照して ください。 
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Global Array Manager(GAM) 

Express サーバに搭載したディスクアレイコント□-ラおよびディスクアレイを構築しているアレイシス 
テムを保守-管理するソフトウエア 「Global Array Manager ( GAM ) Server J ^ f Global Array Manager 
( GAM ) Client 」 について説明します 。 GAM Server は Express サーパにインストールします 。 GAM Client 
は管理 PC にインストールします。 


Global Array Manager Server(Windows 2000/Windows NTi) 


Global Array Manager ( GAM ) Server (Windows 2000 /Windows NT 版）は Mylex ディスク 
アレイシステムを構築している Windows 2000 /Windows NT サーバの監視-管理用のアプ 
リケーシヨンです。 

GAM Server の動作環境については、 EXPRESSBUILDER 内じあるオンラインド羊ュメント 
「Global Array Manager Server (Windows 2000 /Windows NT 版）インストレーシヨンガ 
イド」を参照してください。 GAM の操作方法については、 CD - ROMrEXPRESS 巨 UILDER 」 
内にあるオンラインド车ュメント 「Global Array Manager オペレーシヨンガイド」を参照し 
てください。 


カスタムインス I -ールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時に GAM Server があらかじめインス I -ールされている場合もありま 
す。インス I ル済みの GAM Server の管理者用アカウントである 「 gamroot 」 は作成してい 
ますが、パスワードを設定していません。このままでも使用できますが、セ车ュリティ保持 
の観点からパスワードを設定されることをお勤めします。 

購入時にインス!ル済みの GAM Server の設定:内容については、添付の CD-ROM 
「 EXPRESSBUILDER 」 内のオンラインド车ュメント 「Global Array Manager Server 
(Windows 2000 /Windows NT 版)インストレーシヨンガイド」に記載しています。 
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シームレスセツトアップを使ったセツトアップ 


GAM Server は添付の CD - ROMrEXPRESS 巨 UILDER 」 に収められている Windows 2000自 
動インストールツール r シームレスセットアップ」を使ってインストールできます。 
シームレスセットアップ中にアプリケーションを設をするダイア□グボックスが表示されま 
す。ここで 「Global Array Manager 」 を選択してください。「手動インストール(新規インス 
トール)」の 「GAM Server をインストールする前に」で記載した内容を満足するようにシーム 
レスセットアップ中のセットアップ情報を設定してください （ DAC ドライバは Mylex ディス 
クアレイコント□ーラが接続されたマシンのシームレスセツトアップで自動的に組み a まれ 
ます）。 


シームレスセットアップ後に設定をしなければならない項目は特にありません。 

ただし 、 GAM Client から GAM Server を制御するために 「 adminstrator 」 権限を持つユーザー 
rgamroot 」 が必要です。シームレスセットアップではこの 「 gamroot 」 を作成します。シーム 
レスセットアップで GAM をインストールするときはシームレセットアップの設を時に 
rgamroot 」 のパスワードを設定することをお勤めします。 

パスワードを設定しないとセキュリティ上の問題が発生する可能性があります。 


手動インストール(新規インストール） 

手動でインス I -ールする場合は、 t (下の説明を参考にしてインス I -ールしてください。 
インス I ルに関する詳しい手順については、 CD - ROMrEXPRESS 目 ULDER 」 内にある才 
ンラインド车ュメント 「Global Array Manager Server (Windows 2000 /Windows NT 版) 
インストレーシヨンガイド」を参照してください。また、 GAM の操作方法については、 CD - 
ROMrEXPRESSBUILDER 」 内にあるオンラインド车ュメント 「Global Array Manager オペ 
レーシヨンガイド」を参照してください。 


GAM Server をインストールする前に 


GAM Server (Windows 2000 /Windows NT 版）をインストールするときは、次に示す準備 
をしておく必要があります。 

• DAC ドライバが組み込み済みであること 

• TCP / IP の設をが終了していること 

• システムのアップデートが終了していること 
59ページを参照してください。 

• SNMP サービスの設をが終了していること 

ESMPR 0 と連携する場合 GAM Server のインス I -ールに先立って設定を終了させておく 
必要があります。 




GAM Server のインス I ル手順 


〇オンラインドキユタント 


EXPRESSBU1LDER 


Express 5800 Series 


Master Control Menu 


卜 J •だ!:ミ j 


ESMPRO セットアップ 


GAM Server のインス I -- ルは添付の 「 EXPRESS 目 UILDER 」 と書かれた CD - ROM を使用し 
ます。 

Express サーバ上の Windows 2000が起動し 
た後、 EXPRESS 巨 UILDER の CD - ROM をドラ 
イブにセットすると Automn で表示されるメ 
ニューから[ソフトウェアのセットアップ]一 
[ ESMPRO ] —[関連ユーティリティ]— 

[Global Array Manager ] の順にクリ、ソクしま 
す。ここで表示される[セットアップオプシヨ 
ンの選択]ダイア□グボックスの [G A M 
Server インストール]をチェックし、[次へ]を 
クリックしてください。じ(降はダイア□グ 
ボックス中のメ 、ソセージに 従ってインスト ー 
ルしてください(をダイア□グボックスでの推 
奨する操作をヒントにまとめています）。 

I n-O • アドミニストレータの権限を持っ 
たアカウントでシステムに□グイ 
ンして < ださい。 

• GAM Server のインス I ル後は 
^^、ずシステムを再起動してくださ 
し、。 



■; 一 

rpn 


[セットアップの完了]ダイアログボックスの [Global Array Manager [ x . xx ] の環境設をを行 
ないます]はチェックしてください。 


GAM Server の環境設定 

• GAM の管理者用アカウント呂 amroot の登録 

GAM を使用する場合、 GAM の管理者用のアカウントである gamroot (すべてル文字)とい 
うユーザーが必要です 。 Windows 2000のユーザーマネージャで登録してください。 
gamroot が巧属するグループには Administrators (ドメインサーバの場合は Domain 
Admins ) を追力□してください。 


1-0 カスタムインス I ルモデルなどで GAM Server をインス I ルして出荷している装 
置については、呂 amroot ユーザーは登録済みでず。ただし、パスワードを設定してい 
ません。セキュリティ保持の観点か5^：、ず、パスワードを設定するようにしてくださ 
い。 

GAM Server の環境設定ファイルの修正 

[セットアップの完了]ダイア□グボックスの [Global Array Manager [ x . xx ] の環境設定 
を行ないます]をチェックした場合、この作業は不要です。なお、修正する場合はオンラ 
インド车ュメント 「Global Array Manager Server (Windows 2000 /Windows NT 版)イ 
ンストレーシヨンガイド」を参照してください。 


5 mxpRmssBCII-DmR 


13己 

























Global Array Manager Client 


Global Array Manager ( GAM ) Client は 、 GAM Server と連携して Mylex ディスクアレイシ 
ステムを監視し、グラフィカルな画面で簡単に管理や操作をすることができます。 

GAM Client の動作環境については、 EXPRESS 目 ULDER 内にあるオンラインド车ュメント 
「Global Array Manager Client インストレーシヨンガイド」を参照してください。 GAM の 
操作方まについては、 CD - ROMrEXPRESSBUILDER 」 内にあるオンラインド羊ュメント 
「Global Array Manager オペレーシヨンガイド」を参照してください。 


カスタムインストールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時に GAM Client があらかじめインストールされている場合もありま 
す 。 GAM Client がインストール済みの Express サーパに後から ESMPRO/ServerManager 
をインス!-ールした場合は、環境設ををし直してください。環境設をについては後述の GAM 
Client の環境設走:や CD - ROMrEXPRESSBUILDER 」 内にあるオンラインド羊ュメント 
「Global Array Manager Client インストレーシヨンガイド」に記載しています。 

購入時、 Express サーバにインス I ル済みの GAM Client の設定内容については CD-ROM 
「 EXPRESS 巨 UILDER 」 内のオンラインド羊ュメント 「Global Array Manager Client インス 
トレーシヨンガイド」に記載しています。 


シームレスセットアップを使ったセットアップ 

GAM Client は添付の CD - ROMrEXPRESS 巨 ULDER 」 に収められている Windows 2000自動 
インス I '''ールツール r シームレスセットアップ」を使ってインス I '''ールできます。 

シームレスセットアップ中にアプリケーションを設をするダイア□グボックスが表示されま 
す。ここで 「Global Array Manager 」 を選択してください。なお、シームレスセットアップ 
で TCP / IP の設ををするようにセットアップ情報を設定してください。 

シームレスセットアップで GAM Client をインストールした場合で、後から ESMPRO / 
36「ソ6「1\/|311396「をインストールした場合は、環境設ををし直してください。環境設定じつい 
ては後述の GAM Client の環境設定や EXPRESS 巨 UILDER 内にあるオンラインド羊ュメント 
「Global Array Manager Client インストレーシヨンガイド」を参照してください。 


手動インストール(新規インストール） 

手動でインストールする場合は、 W 下の説明を参考にしてインストールしてください。 
インストールに関する詳しい手順については、 EXPRESS 巨 UILDER 内にあるオンラインド 
车ユメント 「Global Array Manager Client インストレーシヨンガイド」を参照してください。 
また、 GAM の操作方まについては、 CD - ROMrEXPRESS 巨 UILDER 」 内にあるオンラインド 
车ュメント 「Global Array Manager オペレーシヨンガイド」を参照してください。 
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GAM Client をインス I ルする前に 

GAM Client をインストールするときは、次の準備が必要です。 

♦ Windows の TCP / IP の設をが終了していること 

♦ Windows 2000 /Windows NT のシステムにインストールする場合は Administrators グ 
ループで□グオンしていること 

♦ ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「のインス I -- ルが完了していること作 SMPRO との連携を行 
う場合のみ） 

♦ マウスまたはその他のポインティングデバイスが使えること 


GAM Client のインス I ル手順 

GAM Client のインス I ルは添付の CD-ROM 
「 EXPRESSBUILDER 」 を使用します。 

Windows 2000 、 Windows NT 4.0 、 Windows 
95/98 /Me では EXPRESSBUILDER の CD - 
ROM をドライブにセット後、 Automn で表示さ 
れるメニューから [ ESMPRO ]- [関連ユーティ 
リティ]—に lobal Array Manager ] の順じク 
リックします。ここで表示される[セットアップ 
オプションの選択]ダイア日グボ、ソクスのに AM 
Client インス!'''ール]をチェックし、[次へ]をク 
リックし、じ(降はダイア□グボックス中のメッ 
セージに従ってインストールしてください(をダ 
イア□グボックスでの推奨する操作をヒントに 
まとめています）。 

H-O Windows 2000 /Windows NT のシス 
テムにインス!-ールする場合、インス!-一 
ル時は Administrators グループで□グ 
オンして < ださい。 


■ I ： • [セットアップの完了]ダイアログボックスの [Global Array Manager [X.XX] の環境設定! 

い jT I を行ないます]はチェックしてくださし、。 

• EXPRESSBUILDER のメニューから還択して GAM Client をインストールする場合はイ 
ンストール先のシステムの状況によってインストールされる GAM Client のバージョン 
が異なります。インストールされる GAM Client のバージョンについては 「Global Array 
Manager Client インストレーションガイド」を参照してくださし、。 

特定!のバージョンの GAM Client をインストールする場合も 「Global Array Manager 
Client インストレーションガイド」を参照してください。 EXPRESSBUILDER 内にオン 
ラインドキュメントとして格納されています。 

• GAM Client と GAM Server のバージョン組み合わせによって有効な場合と無効な場合が 
あります。このため1つのマシンに複数の GAM Client をインストールし使い分ける必要 
があります。詳しくは EXPRESSBUILDER 内にあるオンラインドキュメントを参照、して 
ください。 



ESMPRO セットアッブ 


ESMPRO/ServerManager 
ESMPRO/ServerAgent 


、関連ユーテイりテイ 


ESMPRO セットアッづ 


関連ユーティリティメニユー 


メインメニューへ戻る 
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GAM Client の環境設定 

GAM Client をインストールしたら、ここで説明する手順に従って環境設定をします。 


ESMPRO との連携のための環境設定 

GAM Client は、 ESMPRO と連携させることで、 ESMPRO の統合ビューアのメニューから 
GAM Client を起動できるようになります。 

ESMPRO と連携するための環境設をは、次の場合に必要です。 

「ヒント I • GAM Client のインストール時に環境設をを行わなかったとき 

• GAMCient の後に ESMPRO / ServerManager をインストールしたとき 


GAM Client と ESMPRO を連携させるための環境設定は r コンフイグウイザード」を使いま 
す。「コンフイグウイザード」は Global Array Manager の環境設定を行うためのプ□グラム 
であり、起動すると ESMPRO と連携するための環境設定を自動的に行います。「コンフイグ 
ウイザード」は 、 GAM Client のインス I -- ル先のディレクトリじある rconfigwz . exe 」 を起動 
することで動作します。 


シヨートカットの作成についてく Windows NT 4.0、 Windows 9 己/98のみ> 

通常は、プ□グラムメニューから GAM Client を起動してください。 

新たに GAM Client のショートカットを作成するときは、プ□グラムメニューにあるショー 
トカットを コピーして ください。 

エクスプ□ーラなどから GAM Client のショートカットを作成したときは、ショートカット 
のプ□パティを JU 下のように修正してご使用ください。 

• リンク巧の内容 

<インスト-ルハ。 X >¥ winact.exe / file 二くインスト-ルハ。 x >¥ gam 2 cLact 
例） 

(変更前） " C :¥ P 「 og「am Files ¥ Mylex¥GAM Client ¥ GAM 2 C し EXE " 

(変更後）" C :¥ P 「 og「am Files ¥ Mylex¥GAM Client ¥ winact . exe " / file 二 C :¥ P 「 og「am Files 
¥ Mylex¥GAM Client ¥ gam 2 cLact 

• アイコンのファイル名 

くインスト-ル A ° ：^>¥ gam 2 cLico 
例） 

(変更前） " C :¥ P 「 og「am Files ¥ Mylex¥GAM Client ¥ GAM 2 CL . EXE " 

(変更後） " C :¥ P 「 og「am Files ¥ Mylex¥GAM Client ¥ gam 2 cLico " 









自動クリーンアップツール 

自動クリーンアップツールは Mylex ディスクアレイの整合性をチェックし、橫化した不整合を修復するア 
プリケーシヨンです。 

自動クリーンアップツールの動作環境や使用方まについては、 EXPRESSBUILDER 内にあるオンラインド 
羊ュメント「自動クリーンアップツールインストレーシヨンガイド」を参照してください。 


カスタムインストールモデルでのセツトアツ 


モデルによっては購入時に自動クリーンアップツールがあらかじめインス I -ールされている 
場合もあります。インストール済みの自動クリーンアップツールは、スケジュールの設をが 
されていません。スケジュール設をについては、後述の自動クリーンアップツールの環境設 
走:や EXPRESS 目 UILDER 内にあるオンラインド羊ュメント「自動クリーンアップツールイン 
ストレーシヨンガイド」を参照し、設をしてください。 

購入時にインストール済みの自動クリーンア、ソプツールの設を内容については CD-ROM 
「 EXPRESSBUILDER 」 内のオンラインド车ュメント「自動クリーンアップツールインスト 
レーシヨンガイド」に記載しています。 


シームレスセットアップをほったセットアッ 


自動クリーンアップツールは添付の CD - ROMrEXPRESSBUILDER 」 に収められている 
Windows 2000自動インス I -- ルツール「シームレスセットアップ」を 使って インス I ル 
できます ( DAC ドライバや GAM ドライバは Mylex ディスクアレイコント□ー ラが接続された 
マシンのシームレスセットアップで自動的に組み a まれます）。 

シームレスセットアップ中にアプリケーションを設定するダイア□グボックスが表示されま 
す。ここで r 自動クリーンアップ、ソール」を選択してください。なお、「手動インストール(新 
規インス I -ール)」の r 自動クリーンアップツールをインス I -ールする前に」で記載した内容を 
満足するようにシームレスセットアップ中のセットアップ情報を設定してください。 

シームレスセットアップはスケジュール設をまでは行っていません。スケジュール設定じつ 
いては後述の自動クリーンアップツールの環境設をや EXPRESS 目 UILDER 内にあるオンライ 
ンド车ュメント r 自動クリーンアップツールインストレーションガイド」を参照し、設をして 
ください。 
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手動インストール(新規インストール) 


手動でインストールする場合は、じ(下の説明を参考にしてインストールしてください。 
インストールや操作に関する詳しい手順については、 CD - ROMrEXPRESS 目 ULDER 」 内に 
あるオンラインドキュメント r 自動クリーンアップツールインストレーシヨンガイド」を参照 
してください。 


自動クリーンアップツールをインストールする前に 

自動クリーンアップツールをインストールするときは、次に示す準備をしておく必要があり 
ます。 

• DAC ドライバが組み込み済みであること 

• GAM Server が組み込み済みであること 

• システムのアップデートが終了していること 
59ページを参照してください。 


自動クリーンアップツールのインストール手順 

自動クリーンアップツールのインス I -ールは添 
付 CD - ROMrEXPRESS 目 UILDER 」 をイを用しま 
す。 Express サーバ上の Windows 2000が起動 
した後、 EXPRESS 目 UILDER の CD - ROM をド 
ライブにセットすると Autorun で表示されるメ 
ニューから[ソフトウエアのセットアップ]-[自 
動クリーンアップツール]をクリックします（ま 
たはダイア □ グボ、ソクス上でちクリックすると 
表示されるポップアップメニューから選択しま 
す）。じ(降はダイア□グボックス中のメッセー 
ジに従ってインス I '''ールしてください。 

n-O アドミニストレータの権限を持ったアカウントでシステムに□グインしてください。 




〇オンラインドキュタント 


EXPRESSBUILDER 


Express 5800 Series 


Master Control Menu 


H — r ♦ソフトウ X アの 1 


CopyrigM NEC Corporation 


NEC 


自動クリーンアップツールの環境設定 

自動クリーンアップツールのスケジュール起動は Windows 2000の標準機能である AT コマ 
ンドのスケジュール機能を利用します。この場合、 schedule サービスが実行中でなければな 
りません。 

schedule サービスの起動はコント□-ルパネルの[サービス]をダブルクリ、ソクして表示され 
る[サービス]ダイア □ グボ、ソクスで行います。 

H |： • サービスの設定!は Administrators 口ーカルグループのメンバであるユーザーアカウント 

rp ^ でログオンする必要があります。 
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• schedule サービスのスタートアップは「自動」に設をしておくことをお勧めします。 


















Array Recovery Tool 

Array Recovery Tool は、 Mylex ディスクアレイコント□-ラに接続されているハードディスクの状態を 
監視し、不良八ードディスク （ DEAD 状態）を横化すると自動的にリビルド、整合性チェックを行い、シス 
テムドライブを復旧します。 


Array Recovery Tool のインストールは、添付の CD - 
ROMrEXPRESS 目 UILDER 」 を使用します。インストール 
終了後に特別な設定などをする必要はありません。 

Array Recovery Tool のインス I —ルや動作環境の設を 
については EXPRESSBUILDER 内のオンラインド车ュメ 
ントを参照してください。 



ESMPRO セットアップ 


ESMPRO/ServerManager 
ESMPRO/ServerAgent 




邊操哉端端、嗤詔で:於ぉ 

Recovery Tool をむスト f しまず。 

このセゥト乃ゥ)‘ ： r が‘'うムをま巧するおに、すべての 
Windows フ’が^^*を化ず巧了しで中さし^ 

けみか]をかゥウしをゥがゥ：)‘を^iC^したな、現な巧巧中の 
]’ ログ站をすぺてが了させて卡さ U 

g 室:一このフ•が，满ま、ぎな巧;’ぁぉよむ理陪条約じよって 

恐 [ Ty 幫懲ムー或を带鐵脫は配布す 
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エクスプレス通報ヴービス 

エクスプレス通報サービスじ登録することにより、システムに発生する障害情報(予防保守 
情報含む）を電子メールやモデム経由で保守センターに自動通報することができます。 

本サービスを使用することじより、システムの障害を事前に察®したり、障害発生時に迅速 
に保守を行ったりすることができます。 

また、お客様のサーバ上で動作するエクスプレス通報サービスと、クライアント上で動作す 
るシステム監視サービス （ DMITOOL ) を連携させることでシステムを安定に稼働させること 
ができる、クライアント/サーバ型の保守サービス （ PC 通報連携機能）を提供しています。 


カスタムインス I ルモデルでのセットアップ 


モデルによっては購入時にエクスプレス通報サービスがあらかじめインス I -ールされている 
場合もあります。インストール済みのエクスプレス通報サービスはまだ無効になっておりま 
す。必要な契約を行い、通報開局 FD を入手してから、次の操作を行うとエクスプレス通報 
サービスは有効じなります。エクスプレス通報サービス有効後は EXPRESS 目 UILDER 内にあ 
るオンラインド车ュメント r エクスプレス通報サービスインストレーシヨンガイド」を参照し 
て設定してください。 

セットアップに必要な契約 

エクスプレス通報サービスを有効にするには、下の契約等が必要となりますので、あらか 
じめ準備してください。 

• 本体装置の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスの契約 

本体装置の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契約がお済 
みでないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。契約内容の詳細について 
は、お買い求めの販売店にお問い合わせください。 

• 通報開局 FD 

契約後送がされる通報開局 FD が必要となります。まだ到着していない場合、通報開局 FD 
が到着してから、セットアップを行ってください。 
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エクスプレス通報ヴービスを有効にする操作 

次の手順で購入時にインス I '''ール済みのエクスプレス通報サービスの機能を有効にします。 

1. [コント□-ルパネル]の忙 SMPRO/ServerAgent] を選択する。 

2 . [全般]タブの[通報の設定]をクリックする。 

アラートマネージャ設定ツールが起動します。 

3 . [ツール]メニューの[エクスプレス通報サービス]、[サーバ]を選択する。 

[エクスプレス通報サービスセットアップユーティリティ]が起動します。 

4 . 通報開局 FD をフ□、ソピーディスクドライブ(こセットし、通報開局 FD を読み} A む。 

エクスプレス通報サービスが有効となります。 


手動インストール(新規インストール) 


手動でインス I -ールする場合は、下の説明を参考にしてインス I -ールしてください。 

エクスプレス通報サービスのセットアップ環境 

エクスプレス通報サービスをセットアップするためには、じ(下の環境が必要です。 

ノ、ードウェア 

• メモリ 18.0 M 目 W 上 

• 八ードディスクの空き容量 30 .0 M 目 W 上 
• モデム 

ダイヤルアップ経由の通報を使用する場合、モデムが必要です。ダイヤルアップ経由の 
エクスプレス通報で使用するモデムは NEC フィールディングにご相談ください。 

• メールサーバ 

電子メール経由の通報を使用する場合、 SMTP をサポートしているメールサーバが必要 
です。 

ソフトウエア 

• Microsoft ® Windows ® 2000日本語版 ( Server/Advanced Server / Professional ) 

• Microsoft ® Windows NT ® 4.0日本語版に erver / Workstation ) 

• ESMPRO/ServerAgent Ver .3.1 JU 降 
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セットアップに怒要な契約 

セットアップを行うには、じ(下の契約等が必要となりますので、あらかじめ準備してくださ 
い。 

• 本体装置の八ードウてア保守契約、またはエクスプレス通報サービスの契約 

本体装置の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契約がお済 
みでないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。契約内容の詳細について 
は、お買い求めの販売店にお問い合わせください。 

• 通報開局 FD 

契約後送付される通報開局 FD が必要となります。まだ到着していない場合、通報開局 FD 
が到着してから、セットアップを行ってください。 

エクスプレス通報サービスのセツトアップについては、「オンラインドキュメント」を参照し 
てください。 


PC 通報連携機能 

PC 通報連携機能は、クライアントで発生した障害の情報を電子メールやモデム経由で保守 
センターに自動通報するサービスです。このサービスを使用することにより、クライアント 
の障害を事前に察知したり、障害発生時、すみやかに保守することができます。 

PC 通報連携機能のセットアップについては、「オンラインドキュメント」を参照してくださ 
い。 

また、別途 PC 通報連携機能での契約が必要となります。お買い求めの販売店、または保守 
サービス会社にお問い合わせください。 



テー プ監視ツール 

テープ監視ツールは、 Express サーバに搭載したテープドライブな6びに使用しているテープメディアの 
状態を監視するユーティリティです。 

へ、ソドのミちれや不良テープの使用などによるバックアップファイルの消失やバックアップの失敗などを防 
止するために、テープドライブを搭載している装置にはこのユーティリティをインス I -ールすることをお 
勧めします。 


カスタムインストールモデルでのセツトアツ 


モデルによっては購入時にテープ監視ツールがあらかじめインストールされている場合もあ 
ります。インス I -ール済みのテープ監視ツールのサービスを次のように設定してください。 
サービスの設をは[コント□ールパネル]の[サービス]をダブルクリ、ソクすると起動します。 

• 選択するサービスさ )： TapeAlertChecker 
• スタートアップの種類：自動 
• □グオン： システムアカウント 

[デスクトップとの対話をサービスに許巧]にチェック 

サービスに [ TapeAle け Checker ] がない場合は、装置にインス! -- ルされていません。次の 
r 手動インス I -ール(新規インス I -ール）」を参照してインス I -ールしてください。 


手動インストール(新規インストール) 


手動でインス!-ールする場合は、じ(下の説明を参考にしてインストールしてください。詳し 
くはオンラインド羊ュメントの r テープ監視ツールセットアップガイド」をご覧ください。才 
ンラインド车ュメントは、添付の CD - ROM 「 EXPRESS 目 UILDER 」 の次のディレクトリに 
PDF ファイルで格納されています。 

CD-ROM ドライブ: ¥ TpTool ¥」 nst 32 阵 SG _ TP 3 .pdf 

動作環境 

ノ、ードウェア 

• インス!-ールする装置 
• メモリ 

• 八ードディスクの空き容量 

ソフトウェア 

• オペレーティングシステム 

— Microsoft ® Windows NT ® 4.0日本語版 (Service Pack 5 W 降） 

— Microsoft ® Windows ® 2000 日本語版 


Express 5800/50、100、600シリーズ本体 
500 KBm ： 

2.2 M 目 W 上 
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• アプリケーション 


- ARCserve J 6.0 for Windows NT に P 3) (全エディション） 

- ARCserve J 6.5 for Windows NT (全エディション、 Patch 07 が必要) 
- ARCservelT 」6.61 for Windows NT (全エディション） 

- ARCserve 2000 ( SP 2) (全エディション） 

—己 ackupExec ror Windows NT Ver .7.3 
—己 ackupExec for Windows NT Ver .8.5 
- NTBackup(Windows NT 標準装備のバックアップツール） 

-己 KUP 


監視対象装置 


テープ監視ツールで監視できるテープドライブは次のとおりです (2002 年3月現在）。 


• 内蔵/外付 AIT 

• 内蔵/外が AIT 集合型 
• 内蔵/外が DAT ( DDS 3) 

• 内蔵/外が DAT 集合型 ( DDS 3) 
• 内蔵 TRAVAN 
• 外付 TRAVAN 集合型 
• 内蔵/外が DAT ( DDS 4) 

• 内蔵/外が DAT 集合型 ( DDS 4) 
• 内蔵 SLOT 
• 内蔵 LT 0 
• 外が LT 0 


N 8151-28/-34/-41/-44、 

N 8551-19/-28/-34、 N 8560-16 
N 8151-29、 N 8551-20/-29/-36、 N 8560-17 
N 8151-12 BC . N 8551-12/-12 A /-12 BC . 
N 8560 -12/-12 AC 

N 8551-13/-13 AC 、 N 8560 -13/-13 AC 
N 855 1-21 
N 8560-19 

N 8151-26/-43、 N 8551-26、 N 8560 -22 
N 8151-27、 N 8551-27、 N 8560 -23 
N 8151-38 
N 8151-37/-40 
N 8160 -39 


対象ドライブとバックアップソフトの対応につきましては NEC の Web 情報ページにある 
8番街 ( http :// nec 8. com /) の「ケア-サポート」一「テクニカルガイド」一 「 Express 5800/100 
シリーズテクニカルガイド」にあります。バックアップ装置<バックアップ装置対応ソフト 
ウェア① WindowsNT / 2000 > を確認してください。 


インストール手順 

添付の CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 の次のディレクトリにある！ " Setup . exe 」 をエクスプ 
□ーラなどから起動してください。 

CD-ROM ドライブ: ¥ TpTool ¥ Jnst 32 详 setup.exe 

W 降は画面に表示されるメッセージに従ってください。詳しくはオンラインドキュメントで 
説明しています。 

インストールの完了後、サービスが動作していることを磕認してください。前ページの「力 
スタムインス I -ールモデルでのセットアップ」の説明を参照してください。 

監視についての詳細な設をは、 ini ファイルを編集することで変更できます。 ini ファイルは rc : 
¥Program ドお5¥下3。6八16け加6〇1<6「¥0:出加です（デフォルトの設定:でインス I ―ルした場 
合）。設をの詳細じついてはオンラインド羊ュメントをご覧ください。 



- Management Workstation Application - 


この装置では MWA によるリモート管理機能をサポートしていません。 


オフライン巧巧ユーテイ IJ テイ 

本装置ではオフライン保守ユーティリティをサポートしていません。 RAS ユーティリティを使用してくだ 
さい。 


システム診断 

システム彰断は Express サーパに内蔵の診断プ□グラムを使用します。 EXPRESS 巨 UILDER には彰断ユー 
ティリティは格納されていません。また、他の EXPRESSBUILDER に格納されている診断ユーティリティ 
を使った診断も行えません。 
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